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ＷＷＬ採択高校の１・２年生を対象とした 
「高大接続探究ゼミ」 

2023 年 5 月 30 日 
名古屋大学教育学部附属中・高等学校 

１．概要 
2021 年度より、名古屋大学教育学部附属中・高等学校が事業拠点校、東海国立大学機構（名

古屋大学・岐阜大学）が管理機関となり、文部科学省「WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）

コンソーシアム構築支援事業」に採択されています。事業連携校には愛知県（向陽、瑞陵、明

和、金城学院高校）、岐阜県（岐阜高校）、三重県（四日市高校）の高校が名を連ね、アクティブ・

ラーニングネットワーク＝コンソーシアム TOKAI の構築を目指しています。 
2023 年度も、WWL 採択高校の 1・2 年生を対象に「高大接続探究ゼミ」を開講することと

なりました。名古屋大学の教員が、双方向性のある「ゼミナール形式」の授業を開講します。高

大接続探究ゼミでは、大学の学びにいち早く接することで、受験勉強とは異なった「探究的な

学び」があることをお伝えします。 
参加者には２つの講座を受講（のべ 4 日間）していただきます。別紙の申込み書に受講を希

望する講座を第１希望～第６希望まで選んでいただき、その希望にそって主催者側で参加講座

（２講座）を決定させていただきます。講座を修了した生徒には「修了証」を交付予定です。 
 なお、応募者多数の場合は選考の結果、受講できない場合もあります。 
 
２．対象 

ＷＷＬ採択高校の 1・2 年生を対象とする。 
 愛知県（名大附、向陽、瑞陵、明和、金城学院高校） 
 岐阜県（岐阜高校） 三重県（四日市高校） 
 
３．日時および講座内容（一覧） 

講座番号 実施日 タイトル 最大定員 
１ 8 月 1、 2 日 布型ロボットを動かしてみよう！ 4～6 名 

２ 8 月 1、 2 日 次世代光ファイバ通信の基礎を学ぼう！ 6 名程度 
３ 8 月 1、 2 日 対話ロボットを作ってみよう 6 名程度 
４ 8 月 3、 4 日 タンパク質立体構造を使いこなし新薬を発見しよう 8 名 
５ 8 月 3、 4 日 ドキュメンタリーで学ぶファシリテーション 9 名 
６ 8 月 3、 4 日 パソコンで「ことば」を調査してみよう 20 名 
７ 8 月 7、 8 日 自分の声を可視化してみよう！ 25 名 
８ 8 月 8、 9 日 Python でフラクタルを描画しよう 20 名程度 
９ 8 月 9、10 日 顔料ピカソブルーの秘めた性質 5～6 名 
10 8 月 9、10 日 光触媒ってなに？～光で汚れや臭いを分解してみよう～ 5～6 名 
11 8 月 9、10 日 光とレーザーについて知ろう 5～6 名 
12 8 月 9、10 日 コンピューターで調べる太陽と地球のつながり 4～8 名 
13 8 月 9、10 日 半導体って何だろう？ 10 名程度 
14 8 月 9、10 日 天然物の活性を観察してみよう 10 名 
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４．日時及び講座内容等（詳細） 
（１）布型ロボットを動かしてみよう！ 
①担当教員：舟洞 佑記先生（工学研究科） 
②日時  ：8 月 1 日（火）、8 月 2 日（水） 時間：10：30～14：30（昼食含む） 
③場所  ：IB 電子情報館北棟 6 階 
④受入人数：4～6 名（多少の増加については相談） 
⑤概要：我々の周りには「布」があふれています。もしそれらの布が自ら動いたらどんな社会になる 

   でしょうか？本講座では、まずロボット制御システムの基礎を学びます。その後、布型ロ

ボットのサンプルを見ながら布型ロボットが拓く未来を議論します。未来に繋がるロボッ

トの動きを自ら考えてプログラム化し、実際に動かしてみます。 
⑥イメージ図               （動画） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）次世代光ファイバ通信の基礎を学ぼう！ 
①担当：森 洋二郎先生、長谷川 浩先生 （工学研究科） 
②日時：8 月 1 日（火）、2 日（水） 時間：10:30～14:30（16:15 まで延長する場合あり） 
③講義場所：IB 電子情報館北棟 6 階 
④受入人数：6 名程度 
⑤概要：皆さんがインターネットを使うとき、データは遠方から光ファイバを通ってやってき

ます。最新の光ファイバ通信では、光ファイバを通る際の光信

号の劣化を高度な計算処理で補っています。そして最近では、

機械学習を使って一層高性能な光ファイバ通信を実現するた

めの研究が盛んに行われています。このテーマでは、機械学習

を使う光ファイバ通信の基礎を、パソコン上のシミュレーター

上でのプログラミングにより学びます。パソコンやソフトウェ

アはすべて準備済みですので、特別な用意は必要ありません。

（個々の受講者に応じて内容を調整します）。 
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（３）対話ロボットを作ってみよう 
①担当：小川浩平先生 （工学研究科） 
②日時：8 月 1 日（火）、2 日（水） 時間：13:00～16:15（途中休憩あり） 
③場所：IB 電子情報館南棟 1 階 
④受入人数：6 名程度 
⑤概要：ロボット技術や通信技術の進展に従い、人と対話できるロボットや CG アバターが特 

  別なものではなく、我々の日常生活になくてはならない存在になりつつあります。ま

た、Chat-GPT などの AI サービスにより、誰でも簡単に人とロボットとの対話システ

ムを構成できるようになってきました。そこで、本講義ではこれまでの対話ロボットの

研究の歴史について学習したのち、実際に対話システムを作成し、人に酷似した見かけ

を持つアンドロイドロボット上で動かしてみる演習を実施します。 
⑥イメージ図 

 
 
 
（４）タンパク質立体構造を使いこなし新薬を発見しよう 
①担当教員：廣明秀一先生・田中康太郎先生（創薬科学研究科） 
②日時：8 月３日（木）、４日（金） 時間：10:30～14:30（昼食含む） 
③場所：創薬科学研究科 ５階セミナー室 
④受入人数：8 名 
⑤概要: 医薬品は病気の治療や予防に欠かせない物質です。医薬品のほとんどは、人の体の中で、

人・細菌・ウイルスの創り出すタンパク質に結合してその働きを阻害することで、効き目

を発揮します。そのため、なるべく少ない量で、標的となるタンパク質にしっかりくっつ

く（結合する）ことが、よい薬の条件です。そのために、まずタンパク質のカタチ（立体構

造）を調べ、そこにぴったりとはまる新しい分子を、コンピュータを用いて探してくる、と

いう技術の開発が進みました。立体構造に指南された医薬品探索、SGDD と呼ばれる手法

です。このゼミではタンパク質の構造の観方を学び、医薬品探索の最初のステップを体験

できます。 
⑥目標： 

・遺伝情報にコードされたタンパク質のアミノ酸配列と立体構造の基礎を学びます 
・遺伝子やタンパク質に関連したいろいろなデータベースを検索します 
・タンパク質立体構造座標を PDB（データベース）からダウンロードしてきて、いろいろ図

にします 
・ドッキングシミュレーションを行い、その結果をグラフィックで評価します 
・いろいろな医薬品がどのようにして効くのかについて学びます 
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⑦教科書:プリントを配布する 
⑧事前課題:なし 
⑨持ち物:結果を持ち帰るために USB メモリをお持ちください 
 
 
（５）ドキュメンタリーで学ぶファシリテーション 
①担当教員：児玉英明先生 （教養教育院） 
②日時：8 月 3 日（木）、4 日（金） 時間：10:30～14:30（昼食含む） 
③場所：全学教育棟 C22 
④受入人数：9 名 
⑤概要: ファシリテーションとは、参加者から建設的な対話を引き出す手法であり、対話を誘発

する場を作る手法です。本講座では「宗教二世」に関するドキュメンタリー、新聞記事、

映画を教材にして、様々な考え方を持った参加者と対話を重ねながら、深い学びにいざ

ないます。一義的な答えが定まらない時事問題に向き合うことで、「受験勉強の学びと

は違った学び」があることを高校生に伝えます。また、「自分とは違う考え方の仲間に

どう向き合うか」「仲間から意見を引き出すためにはどのような質問を投げかけたらよ

いか」など、対話を促進するファシリテーション・スキルを学びます。 
 
 
（６）パソコンで「ことば」を調査してみよう 
①担当教員：古泉 隆先生 （教養教育院） 
②日時：8 月 3 日（木）、4 日（金） 10：30～12：00、13：00～14：30 
③場所：全学教育棟本館 2 階 エースラボ（S276） 
④受入人数：20 名  
⑤概要: 本講座では、パソコンを使って、ことばの調査にチャレンジしてもらいます。パソコン

を使うことで、大量の電子化されたテキスト（文章）を処理することが可能で、例えば、

どんな単語や表現パターンがどれくらい使われているかなどがわかります。講義前半

では、エディタソフトを用いて簡単な言語調査を体験し、後半では Python というプロ

グラミング言語を使って、文章中にどんな単語や表現がどれくらい使われているかを

見てみます。なお、Python を扱いますが、プログラミング経験のない人・あまりない

人に、プログラミングでどのような言語調査ができるのかを入門的に体験してもらう

ことを趣旨としており、プログラミングの習得を目指す講習ではありません。 
⑥教科書：ウェブサイト等による 
⑦事前課題：なし 
⑧その他：Python を実行するため、Google Colaboratory（ブラウザ上のツール）を使います。

Google アカウントが必要になりますので、事前に取得しておいてください。また、パ

ソコンは教室にある端末を使用します。 
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（７）自分の声を可視化してみよう！ 
①担当教員：松原 緑先生 （教養教育院） 
②日時：8 月 7 日(月)、8 月 8 日(火) 時間：10:30-14:30（昼食含む） 
③場所：全学教育棟 2 階 CALL 4 教室 
④受入人数：25 名 
⑤概要: 本講座では普段何気なく使っている自分の声を、音声分析ソフトを使って可視化し、その特

徴を捉えます。様々な言語による発話音声の特色を概観した後、モデル音声と自分の音声の

違いを比較し、モデル音声に近づけるコツを考えます。また発話をする時に感情移入をする

と、どのような変化が現れるかを分析するために、実際に声優になったつもりでアフレコに

も挑戦してもらいます。 
⑥教科書：当日 PDF 資料を配布 
⑦事前課題：なし 
⑧その他：名古屋大学 CALL 教室の PC を使用します。 
 
 
（８）Python でフラクタルを描画しよう 
①担当教員：山里敬也先生 （教養教育院） 
②日時：8 月 8 日（火），9 日（水） 時間：10：30～14：30（昼食含む） 
③場所：教育学部附属中・高等学校 コンピュータ教室 
④受入人数：20 名程度 
⑤概要: Python は AI・機械学習で利用されるプログラミング言語です。この講義では python

でフラクタルを描画することにチャレンジします。ここでフラクタルとは、ある図形の

一部がその図形の全体の一部としてくり返してできる（自己相似性）図形のことで、た

とえばリアス式海岸線、枝分かれした樹木の形など自然界にもたくさんあります。講義

ではタートルグラフィックス（亀が絵を描く）を使って、再帰的に実行（描画）するプ

ログラムについて学びます。 
  

  
⑥教科書：プリントを配布します。 
⑦事前課題：ありません。 
 
 



6 
 

⑧その他：この講義では Google Colaboratory を使います。利用に当たっては Google のアカ

ウントが必要になりますので、事前に取得しておいてください。この講義は教育学部附

属中・高等学校の端末室で行います。ご自身のノート PC を利用して受講することもでき

ます。自身のノート PC を利用する場合の環境構築については受講までに各自行ってお

いてください。Google Colaboratory が動作すれば問題ありません。資料は準備します。 
質問があればメールで問い合わせください。yamazato@nagoya-u.jp 
また，事前学習用の資料を当方の HP で公開しますので，ご覧下さい． 
https://yamazato.nuee.nagoya-u.ac.jp/OER/wwl/ 

 
 
（９）顔料ピカソブルーの秘めた性質 
①担当教員：中谷 准先生（工学研究科） 
②日時：8 月 9 日（水）10 日（木）時間：13:00-16:15（途中休憩あり） 
③場所：名古屋大学東山キャンパス 工学部９号館 
④受入人数：5～6 名 
⑤概要：本講座では、資源・環境問題の解決に貢献することが期待されている最先端物質“ナノ空間 

   物質”について、講義と実験を通して学んでもらいます。ナノ空間物質の一つである“プル 
  シアンブルー”は濃青色の顔料（着色剤）として、葛飾北斎やゴッホ、ピカソらの絵にも用 

いられています。本講座では、プルシアンブルーをつくることから出発して、薄い膜（薄 
膜）を作製する実験を行ってもらいます。また、プルシアンブルー薄膜の応用についても 
実験を通してご紹介します。受講にあたって必要な知識は講義で学びますので、高校の物 
理や化学の履修状況は問いません。 

⑥教科書：当日プリントを配布します。 
 
 
（１０）光触媒ってなに？～光で汚れや臭いを分解してみよう～ 
①担当教員：高島 舞 先生（工学研究科） 
②日時：8 月 9 日（水）、10 日（木） 時間：13:00-16:15（途中休憩あり） 
③場所：名古屋大学東山キャンパス工学部５号館 
④受入人数：5～6 名 
⑤概要：本講座では，太陽光などの光を使って空気や水などをきれいにできる「光触媒」材料につい  

て，講義と実験を通じて学んでもらいます．実験では，ガラス板上に酸化チタン粉末をつ 
かって薄膜を作製し，光を照射することにより汚れや臭いの成分である有機化合物を分解 
できることと，透明酸化チタン薄膜に光を照射することで表面の濡れ性が増すことを体験 
する実験を行います． 

 
 
 
 
 
 

https://colab.research.google.com/
https://support.google.com/accounts/answer/27441?hl=ja
https://support.google.com/accounts/answer/27441?hl=ja
https://colab.research.google.com/
https://yamazato.nuee.nagoya-u.ac.jp/OER/wwl/
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（１１）光とレーザーについて知ろう 
①担当教員：富田英生先生（工学研究科） 
②日時：8 月 9 日（水）、10 日（木） 時間：13:00-16:15（途中休憩あり） 
③場所：名古屋大学東山キャンパス工学部５号館 
④受入人数：5～6 名 
⑤概要：本講座で身の回りにある光と特別な光であるレーザーについて、講義と実験を通じて学ん

でもらいます。さまざまな光源やレーザーを分光器で測定し、スペクトル（色）の違いを比

較して、特徴を理解してもらいます。またレーザーに特有な性質についても実験などで触

れていただきます。そのような光・レーザー光を活用した応用についてもご紹介します。

受講にあたって必要な知識は講義で学びますので、高校物理の履修状況は問いません。 
⑥教科書：当日プリント（PDF 資料）を配布します。 
 
 
（１２）コンピューターで調べる太陽と地球のつながり 
①担当教員：三好由純先生、梅田隆行先生（宇宙地球環境研究所） 
②日時  ：8 月 9 日（水）, 10 日（木） 時間：13:00-16:15（途中休憩あり） 
③場所  ：宇宙地球環境研究所 
④受入人数：4～8 名 
⑤概要：オーロラに代表される地球の周りの宇宙環境は、太陽や太陽風の影響を強く受けています。

本コースでは、太陽と地球のつながりに関する講義の他、実際の人工衛星のデータを解析

することによって、太陽と地球のまわりの宇宙空間のつながりについて学びます。また、

シミュレーションを行って、コンピューターシミュレーションの基本も学びます。 
⑥その他・ノート PC を持参できる生徒に限ります。 

・この講義では Google Colaboratory を使います。利用に当たっては Google のアカウン

トが必要になりますので、事前に取得しておいてください。 
・自身のノート PC の環境構築については受講までに各自行っておいてください。

GoogleColaboratory が動作すれば問題ありません。 
⑦イメージ図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コンピューターで調べる宇宙環境

地球のまわりの宇宙空間は、太陽からやってくる
超音速プラズマ流（太陽風）によって大きく変化
しています。

本コースでは、
・太陽と地球のつながり、特に電磁気学的なつながりの基本を学びます。
・コンピューターを使って、NASAの人工衛星が観測したデータ等を解析して、
太陽と地球のつながりを学びます。

・シミュレーションを行って、コンピューターシミュレーションの基本を学びます。
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（１３）半導体って何だろう？ 
①担当教員：須田 淳先生（工学研究科） 
②日時  ：8 月 9 日（水）, 10 日（木） 時間：13:00-16:15（途中休憩あり） 
③場所  ：未来エレクトロニクス集積研究センター(CIRFE) 
④受入人数：最大 10 名程度 
⑤概要： 最近ニュースでよく聞く半導体ですが、半導体というのはいったいどういうものなのでし

ょうか？電気を良く流すのは導体、まったく流さない絶縁体と習いましたね。その中間の

物質が半導体です。中途半端に電気を流すこの材料は、光を当てると電圧を発生したり、

電流を流すと光ったり、電流を流すと熱を運んだりと、さまざまな興味深い性質を示しま

す。これらの性質を最大限に引き出してさまざまな製品が作られていて現代社会を支えて

います。このゼミでは半導体の歴史や性質を勉強して、いろいろな半導体素子の特性を実

際に測定してみましょう。名古屋大学が世界に誇る次世代半導体研究拠点も見学します。 
⑥イメージ図 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１４）天然物の活性を観察してみよう 
①担当教員：中川 優先生（糖鎖生命コア研究所） 
②日時：8 月 9 日（水）、10 日（木） 時間：10:30～14:30 （昼休憩含む） 
③場所：農学部 A 館 A673 号室 
④受入人数：10 名 
⑤概要: 自然界に存在する分子（天然物）には、人工分子にはみられない活性をもつものがあり

ます。この講義では「糖を捕まえる」というユニークな活性をもつ天然物・プラディミ

シンに焦点を当て、プラディミシンが糖を捕まえる

様子を実験的に観察するとともに、プラディミシン

が特定の糖を捕まえる理由をパズル感覚で考察しま

す。天然物の活性を化学的に解析する研究の一端を

体験してみましょう。 
⑥教科書：当日プリントを配布します。 
⑦その他：化学の教科書で糖の構造式（ハース投影式）を予習しておくと講義がわかりやすく

なります。 
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５．修了証の発行 
 「4 日間 2 講座」を受講した生徒には「修了証」を発行する予定です。修了証は後日、各高校 
 あてに郵送いたします。 
 
６．保険の加入 

 参加者は全員、保険に加入していただきます。保険代は、参加講義によって異なります。

保険料は、講義初日に回収いたします。保険料金につきましては、参加申し込み後にお伝え

いたします。 


